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近
代
日
本
研
究
第
二
十
九
巻

(

二
〇
一
二
年)

特
集

大
正
期
再
考

大
正
期
の
海
外
渡
航

季

武

嘉

也

一

は
じ
め
に

本
稿
は
、
大
正
期
に
お
け
る
海
外
渡
航
者
数
の
分
析
を
通
し
て
、｢

大
正｣

と
い
う
時
代

(

大
正
元
〈
一
九
一
二
〉
〜
大
正
一

五
〈
一
九
二
六
〉
年)

の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

人
間
は
過
去
を
振
り
返
る
時
、
各
時
代
に
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
単
純
化
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん

｢

大
正｣

時
代
も

例
外
で
は
な
く
、｢

デ
モ
ク
ラ
シ
ー｣

に
始
ま
り

｢

大
衆｣

｢
改
造｣

｢

モ
ダ
ン｣

｢

ロ
マ
ン｣

や

｢

谷
間｣

(

坂
を
駆
け
昇
る

｢

明

治｣

と
激
動
の

｢

昭
和｣

の
谷
間)

な
ど
、
様
々
な
標
語
が
付
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
確
か
に
時
代
の
一
面
を
的
確
に
捉

え
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
大
正
を
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
時
代
と
し
て
扱
う
こ
と
に
、
ど
こ
ま
で
意
義
が
あ

る
の
か
と
い
う
疑
問
も
存
在
す
る
。
そ
の
出
発
点
と
到
着
点
に
は
あ
ま
り
に
大
き
な
断
絶
が
あ
り
、
同
一
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
と
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考
え
ら
れ
る
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
場
合
の
断
絶
と
は
、
第
一
次
世
界
大
戦(

一
九
一
四
〜
一
九
一
八
年)

で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
の
前
と
後
を
比
較
す
れ
ば
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
前
と
後
の
よ
う
な
大
き
な
制
度
的
断
絶
が
無
か
っ
た
た
め
目
立
ち
難
い
が
、
産
業
構
造
・
社
会
構
造
や
国
民

意
識
な
ど
の
点
で
大
き
く
変
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
第
二
次
大
戦
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
一
方
で
、
確
か
に
連
続
す
る
面
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
国
際
化
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
第
一
次
大
戦
自
体
が
国

際
化
の
結
果
で
あ
っ
た
が
、
国
際
化
は
大
戦
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
進
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
稿
の
第
一
の
課
題
は
、
海
外
渡

航
者
数
の
面
か
ら
そ
の
様
相
と
特
徴
を
知
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

｢

不
安｣

も
、
大
正
期
を
通
じ
た
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
大
正
が
始
ま
る
頃
の
日
本
は
列
強
の
仲
間
入
り
を

果
た
し
、
国
際
社
会
で
安
定
し
た
地
位
を
獲
得
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
ペ
リ
ー
来
航
か
ら
五
十
年
振
り
に
、
日
本
人
は
外
圧
に
よ

る
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
国
家
目
標
の
喪
失
で
も
あ
っ
た
。
い
っ
そ
う
の
民
主
主
義
を
追

求
す
る
者
、
さ
ら
な
る
軍
事
的
領
土
的
拡
大
を
目
論
む
者
、
経
済
成
長
や
欧
米
並
の
生
活
水
準
を
望
む
者
な
ど
様
々
な
論
者
が
登

場
し
た
。
こ
の
不
安
定
さ
に
基
づ
く
混
乱
が
、
第
一
次
護
憲
運
動
時
の
民
衆
暴
動
と
な
っ
て
現
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。
混
乱
は
、

第
一
次
大
戦
勃
発
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
た
。
列
強
は
戦
争
の
た
め
に
国
家
体
制
、
経
済
・
社
会
体
制
に
大
幅
な
改
革
を
加
え
、
列

強
で
は
な
い
国
あ
る
い
は
植
民
地
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
台
頭
す
る
な
ど
意
識
面
で
大
き
く
変
わ
っ
た
。
こ
の
多
種
多
様
な
変

動
は
、
日
本
に
急
激
な
経
済
成
長
と
国
家
的
膨
張

(

欧
米
諸
国
の
ア
ジ
ア
か
ら
の
撤
退
に
よ
り
シ
ベ
リ
ア
・
中
国
・
東
南
ア
ジ
ア

等
へ
日
本
の
影
響
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た)

の
好
機
会
を
与
え
た
が
、
同
時
に
思
想
面
で
の
さ
ら
な
る
分
裂
と
、
変
動
か
ら
取
り

残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
焦
燥
感
も
も
た
ら
し
た
。
そ
れ
で
も
大
正
末
年
頃
を
な
る
と
、
二
大
政
党
政
治
が
確
立
し
政
治

的
、
社
会
的
安
定
が
生
ま
れ
た
か
の
よ
う
に
み
え
た
が
、
最
近
の
研
究

(

１)

が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
人
為
的
に
作
ら
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れ
た
も
の
で
あ
り
、
政
党
政
治
家
本
人
も
自
ら
の
基
盤
の
脆
弱
性
を
自
覚
し
て
い
た

(

２)

。
そ
し
て
、
そ
の
脆
さ
は
現
実
の
歴
史
が
証

明
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

で
は
、
そ
の
よ
う
な
不
安
あ
る
い
は
焦
燥
感
に
対
し
、
大
正
人
は
ど
う
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
か
。
そ
の
一
つ
の
方
法
が
海
外

渡
航
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
世
界
の
動
向
を
自
ら
の
目
で
観
察
し
、
そ
し
て
不
安
定
な
日
本
に
確
か
な
基
礎
を
築
く
べ
く
、
海
外
に

飛
び
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
半
世
紀
前
に
、
福
沢
諭
吉
を
初
め
と
す
る
青
年
た
ち
が
、
新
し
い
日
本
を
作
る
こ
と
を
夢
見
て

冒
険
的
に
海
を
渡
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
大
正
期
も
多
く
の
人
間
が
渡
航
し
た
。
彼
ら
は
い
っ
た
い
何
処
へ
行
き
、
何
を
見
よ

う
と
し
た
の
か
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
旅
券

(
パ
ス
ポ
ー
ト)

の
発
給
数
か
ら
海
外
渡
航
者
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
新
聞
記
事
か
ら
特

徴
的
な
い
く
つ
か
の
実
例
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

二

海
外
渡
航
者
数
の
概
観

戦
前
期
日
本
人
の
海
外
渡
航
者
数
に
関
し
て
は
、
各
年
の

『

日
本
帝
国
統
計
年
鑑』

(

以
下

『

年
鑑』)

お
よ
び

『

旅
券
下
付
数

及
移
民
統
計』
(

外
務
省
通
商
局
、
大
正
一
〇
年
。
以
下

『
旅
券』)

、『

海
外
渡
航
及
在
留
本
邦
人
統
計』

(

外
務
省
通
商
局
、
昭

和
五
年
。
以
下

『

渡
航』)

な
ど
か
ら
、
そ
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
後
二
者
は
の
ち
に
ま
と
め
て
編
纂
し

た
も
の
で
あ
り
、
概
ね

『

年
鑑』

の
デ
ー
タ
を
基
礎
と
し
て
使
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(

た
だ
し
、
大
正
元
年
お
よ
び
同
八
〜

一
二
年
の
移
民
数
は
異
な
っ
て
い
る)

。
こ
れ
ら
は
、
毎
年
の
旅
券
下
付
人
員
数
を
目
的
別
と
渡
航
先
に
分
類
し
て
掲
載
し
て
い

る
。
表
一
は
、
こ
の
う
ち
の
明
治
初
期
か
ら
昭
和
九
年
ま
で
を
対
象
に
、『
年
鑑』

か
ら
目
的
別
に
再
集
計
し
た
も
の
で
あ
る

大正期の海外渡航
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表一 目的別旅券下付人員数 (『日本帝国統計年鑑』 より作成)

公用 修学 遊歴･視察 小計Ａ 商業 農業･漁業 職工･其他 出稼･移民 小計Ｂ 合計
明治９(1876) 709
明治10(1877) 1002
明治11(1878) 1140
明治12(1879) 1133
明治13(1880) 307 42 349 498 24 639 1161 1510
明治14(1881) 26 19 45 387 10 459 166 1022 1067
明治15(1882) 147 59 1 207 361 14 383 309 1067 1274
明治16(1883) 75 62 6 143 760 11 376 100 1247 1390
明治17(1884) 147 414 20 581 382 0 351 240 973 1554
明治18(1885) 303 273 11 587 394 5 281 2194 2874 3461
明治19(1886) 133 393 17 543 715 9 522 1218 2464 3007
明治20(1887) 127 415 15 557 855 23 510 2791 4179 4736
明治21(1888) 82 379 14 475 1252 17 659 4149 6077 6552
明治22(1889) 115 328 20 463 1552 72 731 4954 7309 7772
明治23(1890) 140 361 35 536 1558 77 767 5228 7630 8166
明治24(1891) 350 362 14 726 1724 170 2240 8758 12892 13618
明治25(1892) 315 334 32 681 1852 1480 1932 4264 9528 10209
明治26(1893) 324 353 48 725 2080 2592 2001 6181 12854 13579
明治27(1894) 238 289 20 547 4086 5216 2584 4293 16179 16726
明治28(1895) 318 374 12 704 5915 2992 4810 7990 21707 22411
明治29(1896) 810 367 15 1192 3114 3295 2275 17689 26373 27565
明治30(1897) 301 445 33 779 5821 8404 4022 4831 23078 23857
明治31(1898) 1462 646 605 2713 5887 746 2911 21040 30584 33297
明治32(1899) 1376 819 46 2241 6907 1209 4652 36048 48816 51057
明治33(1900) 2189 791 90 3070 7686 2076 7853 20654 38269 41339
明治34(1901) 1087 981 80 2148 5124 377 9618 6767 21886 24034
明治35(1902) 551 1858 120 2529 5552 1274 10735 12810 30371 32900
明治36(1903) 649 1844 71 2564 6533 948 11460 12652 31593 34157
明治37(1904) 596 1597 35 2228 5735 40 6552 12822 25149 27377
明治38(1905) 815 1127 12 1954 2607 5366 5800 3739 17512 19466
明治39(1906) 572 3340 24 3936 5656 32010 9203 8046 54915 58851
明治40(1907) 521 3415 18 3954 4109 16389 8590 10585 39673 43627
明治41(1908) 411 680 153 1244 2391 8950 4296 4463 20100 21344
明治42(1909) 434 359 31 824 1863 6851 3992 2210 14916 15740
明治43(1910) 504 328 832 2113 7354 4885 6715 21067 21899
明治44(1911) 511 349 860 2319 12287 6710 7774 29090 29950
大正元(1912) 562 423 985 2365 10 4629 12822 19826 20811
大正２(1913) 482 449 931 2447 16502 7623 16581 43153 44084
大正３(1914) 428 386 814 2972 14544 9414 15826 42756 43570
大正４(1915) 563 375 1271 2209 4181 15426 9294 12581 41482 43691
大正５(1916) 588 455 1532 2575 5917 12366 8600 14759 41642 44217
大正６(1917) 640 229 1725 2594 8123 15997 10294 23369 57783 60377
大正７(1918) 1013 247 1882 3142 8991 17582 9173 23195 58941 62083
大正８(1919) 855 370 2802 4027 7676 22208 9485 16791 56160 60187
大正９(1920) 985 266 2444 3695 5615 21770 10815 13712 51912 55607
大正10(1921) 1209 300 2560 4069 5121 3859 9474 13117 31571 35640
大正11(1922) 1376 526 2499 4401 4358 1296 7319 13037 26010 30411
大正12(1923) 1118 516 2366 4000 3498 1209 4862 11278 20847 24847
大正13(1924) 925 690 2057 3672 2713 1977 4351 13098 22139 25811
大正14(1925) 1095 660 2234 3989 2847 6620 1930 10696 22093 26082
昭和元(1926) 976 746 2962 4684 3392 10663 6360 16184 36599 41283
昭和２(1927) 1245 858 3056 5159 3559 12223 10236 18041 44059 49218
昭和３(1928) 1115 673 4088 5876 3786 13748 10598 19850 47982 53858
昭和４(1929) 898 765 4661 6324 4287 17332 10047 25704 57370 63694
昭和５(1930) 1184 675 5553 7412 5726 18749 6496 21829 52800 60212
昭和６(1931) 1079 704 5986 7769 6007 8641 4727 10384 29759 37528
昭和７(1932) 924 325 3091 4340 5381 17076 3960 19033 45450 49790
昭和８(1933) 978 222 4549 5749 7524 24929 4249 27317 64019 69768
昭和９(1934) 1351 225 3781 5357 6509 25035 4914 28087 64545 69902



(

た
だ
し
、
明
治
九
〜
一
二
年
は
旅
券
発
行
総
数
し
か
分
か
ら
な
い)

。
こ
の
表
か
ら
、
ま
ず
通
時
的
に
海
外
渡
航
の
様
相
を
概
観

し
、
そ
の
上
で
大
正
期
の
特
徴
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

概
観
す
る
前
に
、
表
の
目
的
別
の
分
類
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
こ
う
。｢

公
用｣

と
は
、
周
知
の
よ
う
に
国
家
機
関
関
係
者
が

公
務
を
帯
び
て
渡
航
す
る
こ
と
で
あ
り
、
外
交
官
、
あ
る
い
は
外
交
官
以
外
の
者
が
会
議
・
折
衝
・
調
査
等
で
出
張
す
る
場
合
で

あ
る
。｢

修
学｣
と
は
研
究
目
的
の
た
め
特
定
の
学
校
に
一
定
期
間
留
学
す
る
場
合
で
あ
る
。
つ
ぎ
の

｢

遊
歴
・
視
察｣

で
あ
る

が
、
明
治
一
三
〜
四
二
年
は

｢

遊
歴｣

、
大
正
四
年
以
降
は

｢

視
察｣

と
い
う
名
称
に
な
っ
て
い
る
。｢

遊
歴｣

と
い
う
語
感
か
ら

観
光
目
的
の
よ
う
な
意
味
合
い
も
感
じ
ら
れ
、｢

視
察｣

と
は
区
別
し
た
方
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、『

旅
券』

『

渡
航』

は

両
者
を
と
も
に｢

視
察｣

と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
も
同
一
項
目
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
以
上
、｢

公
用｣

｢

修
学｣

｢

遊
歴
・
視
察｣

を
併
せ
て
本
稿
で
は
小
計
Ａ
と
し
た
。

｢

商
業｣

は
、
小
売
商
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
商
売
人
が
営
業
す
る
た
め
に
、
あ
る
い
は
貿
易
の
商
談
等
の
た
め
に

海
外
に
行
く
場
合
で
あ
ろ
う
。
つ
ぎ
の

｢
農
業
・
漁
業｣

で
あ
る
が
、『

年
鑑』

で
は
明
治
一
三
〜
二
四
年
は

｢

漁
業｣

、
明
治
二

五
〜
四
二
年
は

｢

農
業
・
漁
業｣

、
明
治
四
三
〜
大
正
三
年
は

｢

漁
業｣

と
い
う
項
目
し
か
な
く
、
大
正
五
年
に
な
っ
て
漸
く

｢

農
業｣

と

｢

漁
業｣

の
二
項
目
に
分
割
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は

｢

農
業
・
漁
業｣

と
し
て
す
べ
て
の
時
期
を
合
体
さ
せ

る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
項
目
に
分
類
さ
れ
る
の
は
、
の
ち
に
出
て
く
る

｢

出
稼
・
移
民｣

と
の
比
較
で
い
え
ば
、
お
そ
ら
く
季
節

的
な
労
務
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た｢

漁
業｣

だ
け
し
か
な
い
年
を
み
る
と
、
そ
の
殆
ど
が
ロ
シ
ア
に
行
っ
て
い
る
の
で
、

漁
業
の
場
合
は
い
つ
の
時
代
も
渡
航
先
は
概
ね
ロ
シ
ア
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。｢

職
工
・
其
他｣

は
、『

年
鑑』

で

は
別
項
目
と
な
っ
て
い
る
。｢

職
工｣

と
い
う
項
目
は
明
治
一
三
〜
四
二
年
ま
で
あ
る
が

(

明
治
一
三
年
は

｢

奴
婢｣

も
含
む)

、

多
い
時
で
も
二
、
〇
〇
〇
人
に
は
届
か
ず
、
量
的
に
は
あ
ま
り
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
本
稿
で
は

｢

其
他｣

と
統
合
す
る
こ
と
に

大正期の海外渡航
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し
た
。
そ
の

｢

其
他｣

で
あ
る
が
、
時
代
に
よ
っ
て

｢

諸
用｣

｢

雑｣

等
の
名
称
も
使
わ
れ
て
い
る
が
、『

年
鑑』

は
そ
れ
ら
を
同

一
の
も
の
と
し
て
扱
っ
て
い
る
の
で
、
本
稿
も
そ
れ
に
従
っ
た
。

最
も
注
意
を
要
す
る
の
が
最
後
の

｢

出
稼
・
移
民｣

で
あ
る
。『

年
鑑』

の
明
治
一
四
〜
一
七
年
で
は

｢

傭
奴
婢｣

、
明
治
一
八

〜
二
四
年
は

｢

傭｣

、
明
治
二
五
〜
二
八
年
は

｢

傭
出
稼｣

、
そ
し
て
明
治
二
九
〜
四
二
年
は

｢

出
稼｣

と
な
っ
て
お
り
、
少
し
ず

つ
ズ
レ
な
が
ら
も
連
続
し
た
項
目
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
語
感
か
ら
の
想
像
で
し
か
な
い
が
、
当
初
は
家
事
労
働

や
、
あ
る
い
は
明
治
二
四
年
ま
で
は

｢

農
業｣

と
い
う
項
目
が
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
推
察
し
て
、
農
業
労
働
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
ん
な
中
、
明
治
一
八
年
か
ら
ハ
ワ
イ
を
中
心
に
本
格
的
な
移
民
が
始
ま
っ
た
た
め
、
明
治
二
五
年
か
ら
は
季

節
的
な
農
業
労
務
者
は

｢
農
業
・
漁
業｣

、
長
期
的
な
移
民
は

｢

傭
出
稼｣

と
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。『

旅
券』

『

渡
航』

は
明
治
三
二
〜
四
二
年
の

『

年
鑑』
の
｢

出
稼｣

数
を
そ
の
ま
ま

｢

移
民｣

と
認
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
こ
の
よ
う
な
判
断

が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
明
治
四
三
〜
大
正
四
年
の
間
は

｢

農
業
・
漁
業｣

が
無
く
な
り
、
再
び

｢

漁
業｣

だ
け

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
そ
の
区
別
が
困
難
だ
っ
た
た
め
、
季
節
的
な
農
業
労
務
者
も

｢

移
民｣

に
包
含
し
た
の
で
あ

ろ
う

(

３)

。
周
知
の
よ
う
に
、
明
治
四
一
年
の
日
米
紳
士
協
定
に
よ
っ
て
、
移
民
は
形
式
的
に
は
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
あ
る
い
は
、

こ
の
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
大
正
五
年
に
な
っ
て

｢

農
業｣

欄
が
新
設
さ
れ
た
が
、
そ
の

｢

農
業｣

渡
航
者
に
は
ど
の
よ
う
な
タ
イ
プ
が
多
か
っ
た
か
と
い
え
ば
、
当
初
は
米
国
に
渡
航
す
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
、
協
定
が

影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

表
一
で
は
、
以
上
の

｢

商
業｣

｢

農
業
・
漁
業｣

｢

職
工
・
其
他｣

｢
出
稼
・
移
民｣

の
よ
う
に
、
労
務
者
や
商
人
・
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
と
し
て
渡
航
し
た
者
た
ち
を
小
計
Ｂ
と
し
て
ま
と
め
て
お
い
た
。

さ
て
、
こ
の
表
か
ら
明
治
の
様
相
を
み
て
み
よ
う
。
合
計
欄
の
総
数
を
基
準
に
時
期
区
分
を
す
れ
ば
、
第
一
期
は
明
治
二
七
年
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ま
で
つ
ま
り
日
清
戦
争
以
前
で
あ
っ
た
。
小
計
Ｂ
グ
ル
ー
プ
を
み
る
と
、
明
治
二
〇
年
頃
か
ら
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

い
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
ま
た
、
小
計
Ａ
グ
ル
ー
プ
も
数
は
非
常
に
少
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
特
に
留
学
生
た
ち

が
国
家
建
設
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
に
つ
い
て
は
、
石
附
実

『

近
代
日
本
の
海
外
留
学

史』
(

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
昭
和
四
七
年)

、
渡
辺
実

『

近
代
日
本
海
外
留
学
生
史』

(

全
二
巻
、
講
談
社
、
昭
和
五
二
年)

、
富
田

仁
編

『

海
を
越
え
た
日
本
人
名
事
典』

(

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
、
昭
和
六
〇
年)

、
手
塚
晃
・
国
立
教
育
会
館
編

『

幕
末
明
治
海
外

渡
航
者
総
覧』

(
全
三
巻
、
柏
書
房
、
平
成
四
年)

、
手
塚
晃
・
石
島
利
男
編

『

幕
末
明
治
期
海
外
渡
航
者
人
物
情
報
事
典』

(

雄

松
堂
、
平
成
一
五
年)
と
い
う
厚
い
先
行
業
績
が
揃
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
後
二
者
は
渡
航
者
す
べ
て
を
網
羅
し
て
い
る
訳
で

は
な
い
よ
う
だ
が
、
渡
航
者
氏
名
・
渡
航
先
・
期
間
・
目
的
等
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
特
徴
を
簡
単
に
挙
げ
れ
ば
、

①
渡
航
目
的
は
研
究
が
多
い
、
②
幅
広
い
分
野
に
跨
っ
て
い
る
、
③
高
等
教
育
機
関
を
卒
業
し
た
エ
リ
ー
ト
が
多
い
、
④
数
年
に

亘
る
長
期
滞
在
が
多
い
、
⑤
渡
航
先
は
西
欧
が
多
い
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
簡
単
に
い
え
ば
、
す
べ
て
の
国
家
領
域
を
基
礎
か
ら
築

き
上
げ
る
た
め
に
、
青
年
た
ち
を
先
進
モ
デ
ル
国
に
長
期
間
留
学
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
数
的
に
い
え
ば
、
同
書
が
対
象
と
し
た
の

は
一
八
六
一
〜
一
九
一
二
年
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
約
四
、二
〇
〇
名
が
渡
航
し
て
お
り
、
平
均
す
れ
ば
年
八
〇
名
ほ
ど
に
な
る
。

第
二
期
は
明
治
二
七
〜
三
九
年
で
、
多
く
の
分
野
で
渡
航
者
が
増
加
し
て
い
る
。｢

公
用｣

で
は
明
治
三
一
〜
三
四
年
に
増
加

し
て
い
る
が
、
行
き
先
は
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
。｢

修
学｣
で
は
、
数
的
に
い
え
ば
明
治
一
七
年
以
降
ず
っ
と
米
国
が
圧
倒
的
に

多
く
中
国
が
続
い
て
い
た
が
、
そ
の
傾
向
は
こ
の
時
期
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
米
国
に
つ
い
て
い
え
ば
、
毎
年
概
ね
一
〇
〇
〜
三
〇

〇
人
が
私
費
留
学
で
渡
米
し
て
い
た
。
し
か
し
、
表
の
よ
う
に
明
治
三
五
〜
四
〇
年
は
特
に
多
く
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
明
治
四

〇
年
に
は
二
、
九
七
二
名
が
米
国
に
留
学
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
小
計
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
方
は
、｢

出
稼
・

移
民｣

の
増
加
が
印
象
的
で
あ
る
。
ピ
ー
ク
の
明
治
三
二
年
で
は
ハ
ワ
イ
二
〇
、〇
六
八
人
、
米
国
本
土
三
、五
六
七
人
、
カ
ナ
ダ
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二
、二
四
六
人
と
な
っ
て
い
た
。
明
治
三
八
年
以
降
は
日
系
移
民
排
斥
運
動
が
高
ま
っ
て
い
く
が
、
そ
れ
で
も
表
に
あ
る
よ
う
に
、

明
治
三
九
・
四
〇
年
の

｢

農
業
・
漁
業｣

と
し
て
数
多
く
の
日
本
人
が
ハ
ワ
イ
・
米
国
本
土
に
向
か
っ
て
い
た
。｢

商
業｣

も
増

加
し
て
い
る
。
日
清
戦
後
期
で
は
中
国
・
朝
鮮

(

韓
国)

が
多
か
っ
た
が
、
明
治
三
二
年
の
移
民
の
増
加
と
と
も
に
米
国
に
商
用

で
向
か
う
人
数
が
増
加
し
、
日
露
戦
後
に
な
る
と
ロ
シ
ア
に
向
か
う
者
も
増
え
た
。

明
治
四
〇
〜
四
五
年
の
第
三
期
は
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
減
少
し
た
。
特
に
、
激
し
い
の
が｢

修
学｣

｢

商
業｣

｢

農
業
・
漁
業｣

｢

出
稼
・
移
民｣
で
あ
る
が
、
す
べ
て
米
国
へ
の
渡
航
者
が
減
少
し
た
こ
と
が
主
要
因
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
が
、
明
治
四
〇
〜

四
一
年
に
か
け
て
日
米
紳
士
協
定
が
交
わ
さ
れ
、
日
本
人
労
働
者
の
米
入
国
を
日
本
政
府
が
旅
券
の
発
給
を
一
時
停
止
す
る
こ
と

で
自
主
規
制
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

｢

農
業
・
漁
業｣

｢

出
稼
・
移
民｣

渡
航
者
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
留
学
生
や
商
人
に
は
適
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
本
来
は

｢

修
学｣

｢

商
業｣

渡
航
者
が
影
響
を
受
け
る
こ
と

は
な
い
筈
で
あ
る
が
、｢

労
働
者
の
陽
に
商
人
又
は
学
生
を
装
ひ
た
る
も
の
か
時
と
し
て
旅
券
を
得

(

４)｣

る
と
い
う
事
態
が
生
じ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
三
九
・
四
〇
年
の
米
国
に
向
け
た

｢

修
学｣

｢

商
業｣

が
急
増
し
た
一
因
も
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
露
戦
後
の
日
本
は
外
圧
の
緊
張
か
ら
解
き
放
た
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
方
で
米
国
と
の

間
で
移
民
お
よ
び
そ
れ
と
関
連
す
る
人
種
差
別
問
題
が
頭
を
擡
げ
始
め
た
時
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
増
え
続
け
る
日
本
の

人
口
を
ど
う
捌
い
て
い
く
か
と
い
う
人
口
問
題

(

５)

と
強
く
関
連
し
て
い
た
。
こ
の
対
米
問
題
と
人
口
問
題
も
、
大
正
期
の
不
安
の
ひ

と
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三

大
正
期
海
外
渡
航
の
特
徴
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さ
て
、
本
題
の
大
正
時
代
に
入
ろ
う
。
最
初
に
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
い
ま
み
た
よ
う
に
、
大
正
に
入
る

時
点
で
は
海
外
渡
航
が
非
常
に
低
調
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
表
一
の
総
数
を
み
て
分
か
る
よ
う
に
、
大
正
二
年
か
ら
増

加
し
始
め
、
大
正
九
年
ま
で
高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
減
少
し
大
正
一
四
年
で
底
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の

増
減
は
、
数
的
に
は
圧
倒
的
に
多
い
小
計
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
動
向
に
左
右
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
こ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
み
て
い
こ

う
。

｢

農
業
・
漁
業｣
は
、
大
正
元
年
を
除
け
ば
、
明
治
四
四
年
か
ら
大
正
九
年
ま
で
か
な
り
の
人
数
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
既

に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
四
三
〜
大
正
四
年
は

｢

漁
業｣

の
み
で
あ
り
、
殆
ど
全
部
が
ロ
シ
ア
へ
の
渡
航
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大

正
五
〜
九
年
は
表
一
で
は
農
業
と
統
合
し
て
あ
る
が
、
こ
れ
を
農
業
と
漁
業
に
分
け
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
漁
業
が
一
万
一
千
人
か

ら
二
万
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
農
業
は
そ
の
約
一
割
程
度
で
、
漁
業
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
し
て
漁
業
渡
航
者
の
行
き
先
は

や
は
り
ロ
シ
ア
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
日
露
戦
後
の
日
露
両
国
は
、
実
業
面
に
お
い
て
非
常
に
深
い
関
係
を
築
い
て
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
革
命
に
よ
っ
て
そ
れ
が
途
絶
え
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ぎ
に

｢

移
民｣

で
あ
る
が
、
大
正
期
に
入
っ
て
も
相
変
わ
ら
ず
米
国
・
ハ
ワ
イ
へ
の

｢

移
民｣

は
多
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、

こ
の
時
期
は
帰
国
者
人
数
分
だ
け
新
た
に
旅
券
を
発
給
す
る
と
い
う
現
状
維
持
の
方
針
に
よ
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は

｢

移
民｣

数
全
体
が
こ
の
よ
う
に
増
加
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
を
補
っ
た
の
が
南
米
へ
の
移
民
で
あ
っ
た
。
嚆
矢
は
明
治
三
二

年
の
ペ
ル
ー
へ
の
移
民

(

七
九
〇
人)

で
、
以
後
明
治
三
六
・
三
九
・
四
一
・
四
二
年
と
ペ
ル
ー
へ
集
団
移
民
が
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
、
明
治
四
一
年
に
な
り
七
八
一
人
を
乗
せ
た
笠
戸
丸
が
、
神
戸
か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
向
け
て
出
発
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、

総
計
一
三
万
人
に
及
ぶ
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
が
始
ま
っ
た
。

｢

商
業｣

に
移
ろ
う
。
ま
ず
表
二
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
は
、
表
一
の
デ
ー
タ
を
さ
ら
に
国
別
に
集
計
し
た
も
の
で
あ
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る
。
し
か
し
、
す
べ
て
を
掲
載
す
る
訳
に
い
か
な
い
の
で
、

国
と
し
て
は
中
国
・
米
国
・
欧
州

(

ロ
シ
ア
・
ソ
連
を
除

く)

、
目
的
で
は

｢

公
用｣

｢

修
学｣

｢

視
察｣

｢

商
業｣

、

期
間
と
し
て
は
明
治
四
三

(

一
九
一
〇)

〜
昭
和
元

(

一

九
二
六)

年
に
限
定
し
た
。
以
下
、
こ
れ
を
参
考
に
し
な

が
ら
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。
な
お
、
ロ
シ
ア
・
ソ
連
を

除
い
た
欧
州
と
は
、
大
部
分
が
イ
ギ
リ
ス
・
ド
イ
ツ
・
フ

ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
イ
ス
等
西
欧
で
あ
っ
た
こ
と
を

付
け
加
え
て
お
く
。

そ
の｢

商
業｣

で
あ
る
が
、
明
治
四
〇
年
で
中
国(

一
、

一
一
五
人)

、
米
国
本
土

(

一
、二
四
六
人)

、
ロ
シ
ア

(

七
〇
一
人)

を
中
心
に
四
、〇
〇
〇
人
以
上
い
た
が
、
そ

の
後
い
ず
れ
も
減
少
し
た
。
そ
し
て
、
表
一
の
よ
う
に
、

大
正
四
年
か
ら
増
加
し
始
め
、
大
正
一
一
年
ま
で
比
較
的

高
い
水
準
を
保
っ
て
い
る
。
こ
の
原
因
は
主
に
ロ
シ
ア
へ

の
渡
航
者
の
増
加
で
あ
っ
た
。
ロ
シ
ア
の
場
合
、
大
正
六

年
に
ロ
シ
ア
革
命
が
あ
っ
た
が
、
統
計
に
拠
れ
ば
、
大
正

六
年
の

｢
ロ
シ
ア｣

へ
は
三
、六
一
二
人
、
大
正
七
年
に
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表二 国別・目的別旅券下付人員数 (大正期)

中国 アメリカ合衆国 欧州(ロシア・ソ連を除く)

公用 修学 視察 商業 公用 修学 視察 商業 公用 修学 視察 商業

明治43 95 30 832 29 158 471 180 66 40

44 78 27 491 30 168 464 200 71 20

大正元 68 19 514 63 217 523 174 72 26

２ 70 23 494 31 193 532 157 81 29

３ 90 20 676 70 194 633 92 63 23

４ 74 18 165 894 106 231 219 597 188 29 15 34

５ 94 17 222 1056 63 286 142 791 101 41 14 27

６ 106 15 210 1090 95 108 341 1025 109 3 26 26

７ 58 15 205 1250 148 169 479 1337 443 4 26 37

８ 68 19 279 775 118 179 455 947 211 15 150 90

９ 34 9 186 350 126 152 437 756 379 9 96 33

10 76 30 414 569 213 140 290 585 370 37 117 31

11 74 116 366 318 276 195 283 582 296 47 221 36

12

13 94 147 796 752 95 234 151 291 286 141 152 62

14 15 158 811 778 110 137 243 207 325 192 104 94

昭和元 49 261 1189 1012 103 193 378 302 301 134 127 89



は

｢

ロ
シ
ア｣

へ
三
六
人
、
同
じ
く

｢

ロ
シ
ア
領
ア
ジ
ア｣

へ
三
、四
九
五
人
、
大
正
九
年
か
ら
は

｢

ロ
シ
ア｣

が
消
滅
す
る
が
、

｢
ロ
シ
ア
領
ア
ジ
ア｣

に
は
依
然
と
し
て
二
、二
四
九
人
が
渡
航
し
た
。
し
か
し
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
か
ら
撤
退
し
た
後
の
大
正
一
四

年
に
は

｢

ロ
シ
ア
領
ア
ジ
ア｣

の
項
目
は
消
滅
し
、
替
わ
り
に

｢

ソ
連｣
(

二
七
五
人)

が
登
場
し
た
。
前
述
の

｢

農
業
・
漁
業｣

と
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
大
正
九
年
ま
で
は
漁
業
労
務
者
の
増
加
に
伴
っ
て
商
人
も
シ
ベ
リ
ア
に
渡
り
、
さ
ら
に
大
正
一
〇
年
以
降

も
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
伴
っ
て
相
当
数
の
商
人
が
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
国
に
つ
い
て
い
え
ば
、
表
二
か
ら
大
正
四
〜
八
年
の
多

さ
が
目
立
つ
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
大
正
四
年
の
日
華
条
約

(

い
わ
ゆ
る
二
一
ヵ
条
要
求)

に
基
因
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

旅
順
・
大
連
の
関
東
州
や
青
島
の
山
東
省
へ
多
く
の
日
本
商
人
が
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
中
関
係
の
深
ま

り
と
い
う
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
二
一
ヵ
条
要
求
は
確
か
に
重
要
な
転
機
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
正
一

三
年
以
降
の
増
加
は
別
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
次
大
戦
後
い
わ
ゆ
る
在
華
紡
と
呼
ば
れ
る
日
本
の
大
手
紡
績
会

社
が
、
安
い
労
働
力
を
求
め
て
続
々
と
上
海
に
進
出
し
て
お
り
そ
の
影
響
と
思
わ
れ
る
。

米
国
に
向
け
た

｢

商
業｣

渡
航
者
も
大
正
五
〜
八
年
に
増
加
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
第
一
次
大
戦
期
に
日
本
経
済
が
大
き
く

躍
進
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
輸
出
額
で
い
え
ば
、
戦
後
は
戦
前
の
約
四
倍
に
達
し
た
。
中
で
も
米
国
向
け
は
戦
前
で

は
全
体
の
三
一･

五
％
で
あ
っ
た
の
が
、
戦
後
は
三
八･
八
％
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
の
ち
も
拡
大
し
続
け
て
い
る

(

６)

。
こ
う
し
て
、

日
本
経
済
に
と
っ
て
米
国
は
中
国
と
と
も
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
割
に
は
逆
に
大
正
九
年
以

降
の
米
国
行
き

｢

商
業｣

渡
航
者
は
少
な
い
。
こ
れ
は
、
移
民
を
相
手
に
す
る
小
売
商
人
や
サ
ー
ビ
ス
業
者
と
い
う
よ
り
も
、
商

社
の
よ
う
な
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
が
多
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
小
計
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
移
ろ
う
。｢

公
用｣

に
つ
い
て
。
中
国
に
関
し
て
は
特
に
大
き
な
変
動
は
な
い
が
、
米
国
は
大
正

六
年
以
降
増
加
し
て
い
る
。
特
に
大
正
一
〇
・
一
一
年
が
多
い
。
ま
た
、
欧
州
は
大
正
七
年
以
降
、
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
点
か
ら
す
ぐ
に
思
い
つ
く
の
は
、
国
際
会
議
の
開
催
が
こ
の
増
加
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大

正
八
年
の
パ
リ
・
ベ
ル
サ
イ
ユ
会
議
、
大
正
一
〇
・
一
一
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
は
有
名
で
あ
る
が
、
翻
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
こ

の
よ
う
な
地
球
規
模
で
各
国
首
脳
・
代
表
者
が
集
ま
る
国
際
会
議
は
未
曾
有
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
九
二

〇
年
一
月
に
国
際
連
盟
が
結
成
さ
れ
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
本
部
が
置
か
れ
る
と
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
様
々
な
分
野
の
国

際
会
議
が
、
欧
州
を
中
心
に
し
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
従
来
で
あ
れ
ば
赴
任
先
の
大
使
が
出
席
し
て
い
た
会

議
に
、
専
門
的
な
知
識
を
持
つ
官
僚
・
学
者
・
財
界
人
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
単
な
る
数
字
以

上
の
重
み
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ど
ん
な
形
に
せ
よ
一
度
国
際
的
に
認
め
た
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
国
家
は
従
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
国
際
基
準
が
多
分
野
で
形
成
さ
れ
、
日
本
も
そ
の
中
で
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
こ
う
し
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
形
成
は
一
挙
に
加
速
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

｢

修
学｣

に
つ
い
て
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
期
で
は
米
国
へ
の
留
学
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
が
、
大
正
期
に
な
っ
て
大

き
な
変
動
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
あ
ま
り
多
く
は
な
か
っ
た
中
国
で
あ
る
が
、
大
正
一
一
年
か
ら
急
増
し
、
大
正
末
年
に
は
米

国
を
抜
い
て
最
大
の
渡
航
先
と
な
っ
た
。
孫
安
石
氏
に
拠
れ
ば
、
当
時
の
日
本
外
務
省
は
中
国
と
の
関
係
が
深
ま
っ
て
通
訳
な
ど

の
仕
事
が
増
大
し
、
中
国
語
を
話
せ
る
人
材
の
育
成
が
急
務
で
あ
っ
た
が

｢

他
語
留
学
生
に
比
し
応
募
者
少
な
く｣

、
そ
の
た
め

上
海
に
あ
る
東
亜
同
文
書
院
に
教
育
を
委
託
す
る
な
ど
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

(

７)

。
確
か
に
、
日
中
間
の
経
済
関
係
は

急
速
に
強
ま
っ
て
お
り
、
外
務
省
の
仕
事
も
増
加
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
大
正
一
二
年
か
ら
は
義
和
団
事
件
の
賠
償
金

等
を
基
金
に
、
日
中
の
文
化
交
流
を
め
ざ
す
対
支
文
化
事
業
が
始
ま
り
多
く
の
学
者
・
留
学
生
が
中
国
に
渡
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、

昭
和
に
入
る
と
い
っ
そ
う
顕
著
に
な
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
中
国
は
南
北
に
分
裂
し
、
日
本
政
府
が
支
持
し
た
の

は
北
方
の
北
京
政
府
で
あ
っ
た
。
日
本
政
府
は
混
乱
す
る
中
国
情
勢
の
中
で
各
分
野
に
お
け
る
影
響
力
を
高
め
る
べ
く
、
国
策
に
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よ
っ
て
留
学
生
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
米
国
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
時
期
を
除
き
一
〇
〇
〜
三
〇
〇
人
の
間
で
一

定
し
て
き
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
大
正
期
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

欧
州
へ
の
留
学
に
つ
い
て
。
表
二
に
あ
る
よ
う
に
、
第
一
次
大
戦
が
勃
発
す
る
ま
で
は
そ
れ
ま
で
と
は
変
わ
ら
な
い
数
の
留
学

生
が
い
た
。
国
別
で
い
え
ば
、
大
正
元
〜
三
年
の
間
に
ド
イ
ツ
に
は
一
三
三
人
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
五
九
名
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
二
一

名
が
渡
航
し
た
。
そ
れ
が
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
大
戦
の
勃
発
と
と
も
に
急
減
し
た
。
し
か
し
、
大
正
一
〇
年
頃
か
ら
増

加
し
始
め
、
特
に
大
正
一
三
年
以
降
は
い
ま
ま
で
以
上
の
数
に
達
し
て
い
る
。
本
来
な
ら
ば
国
別
に
み
た
い
の
で
あ
る
が
、『

年

鑑』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
大
正
一
一
年
ま
で
で
、
そ
れ
以
降
は
不
明
で
あ
る
。
因
み
に
、
大
正
一
一
年
は
ド
イ
ツ
二
〇
人
、

イ
ギ
リ
ス
一
四
人
、
フ
ラ
ン
ス
二
人
、
そ
の
他
一
一
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
大
正
一
二
年
以
降
も
西
欧
諸
国

が
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
労
働
者
や
商
人
が
少
な
く
、｢

修
学｣

や

｢

視
察｣

が
多
い
欧
州
の
場
合
は
、
や
は
り
明
治
期
と
同

じ
よ
う
に
、
モ
デ
ル
国
と
し
て
の
位
置
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
大
戦
後
に
は
寧
ろ
ま
す
ま
す
そ
の
傾
向
が
強
く
な
っ
た

の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
大
正
四
年
に
復
活
し
た

｢

視
察｣

に
つ
い
て
。
表
に
あ
る
よ
う
に
、｢

視
察｣

と
な
っ
て
か
ら
数
的
に
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。
大
正
八
年
以
降
は
二
、
〇
〇
〇
人
を
突
破
し
、
昭
和
六
年
に
は
六
、
〇
〇
〇
人
近
く
に
達
し
て
い
る
。
推
測
で
あ
る
が
、

こ
の
増
加
こ
そ
が

｢

視
察｣

と
い
う
項
目
を
必
要
と
し
た
原
因
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
明
治
期
に
お
い
て
は
国
家
建

設
の
た
め
、
若
き
エ
リ
ー
ト
を
長
期
間
に
亘
っ
て
西
欧
に
留
学
さ
せ
研
究
に
従
事
さ
せ
た
が
、
大
正
期
に
は
そ
の
よ
う
な｢

修
学｣

か
ら
、
比
較
的
短
期
間
に
諸
国
を
み
て
回
る

｢

視
察｣

に
重
点
が
移
行
し
た
た
め
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
新
項
目
が
登
場
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
簡
単
に
い
え
ば
、
日
本
の
近
代
化
の
進
展
に
よ
っ
て
、
根
本
か
ら
の
研
究
よ
り
も
、
刻
々
と
変
化
す
る
海
外
状

勢
に
即
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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そ
の
増
加
の
要
因
を
も
う
少
し
考
え
て
み
よ
う
。
第
一
は
、
交
通
機
関
の
発
達
に
よ
っ
て
海
外
と
の
往
復
が
楽
に
な
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
往
復
に
時
間
が
掛
か
る
時
代
で
は
、
一
度
渡
航
し
て
し
ま
う
と
簡
単
に
帰
国
す
る
訳
に
い
か
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
大

正
時
代
も
ま
だ
船
旅
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
以
前
よ
り
安
全
で
快
適
に
な
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
第
二
は
、
一
部
の
エ
リ
ー

ト
ば
か
り
で
な
く
、
よ
り
広
い
層
の
人
々
が
渡
航
し
た
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
渡
航
の
大
衆
化
が
進
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

点
は
後
述
す
る
。

｢

視
察｣

を
渡
航
先
別
に
み
て
み
よ
う
。
こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
大
正
六
〜
九
年
は
米
国
が
多
く
、
大
正
八
〜
一
三
年
に

は
欧
州
が
多
く
、
そ
し
て
中
国
が
増
加
す
る
の
は
大
正
一
三
年
以
降
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
本
稿
の
関
心
か
ら
い
え

ば
、
米
国
と
欧
州
が
特
に
重
要
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
は
日
本
と
同
様
に
米
国
に
も
大
き
な
変
動
を
も
た
ら
し
た
。
欧
州
で
は
そ

れ
以
上
の
根
本
的
な
変
化
が
起
こ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
変
動
は
将
来
の
日
本
に
も
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
高
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
い
わ
ば
そ
れ
を
事
前
に
観
察
す
る
た
め
に
、
多
く
の
人
々
が
欧
米
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
視
察
者
数
が
最
も
多
か
っ
た
大
正
八
年
を
例
に
、『

東
京
朝
日
新
聞』

記
事
か
ら
ど
の
よ
う
な
人
物
が
ど
の
よ
う

な
目
的
で
ど
こ
に
渡
航
し
た
か
を
拾
い
出
し
て
み
よ
う

(

記
事
掲
載
月
日
順)

。
こ
れ
ら
は
全
体
か
ら
す
れ
ば
僅
か
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
で
も
あ
る
程
度
の
傾
向
を
知
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
、
政
治
家
を
挙
げ
れ
ば
、
尾
崎
行
雄
・
田
川
大
吉
郎

(
外
遊
、
欧
米)

、
後
藤
新
平

(

外
遊
、
欧
米

(

８))

、
守
屋
此
助

(

憲
政

会
、
暴
動
視
察
、
朝
鮮)

、
政
尾
藤
吉
他
五
名

(

代
議
士
、
視
察
、
南
洋)

、
東
武
・
米
田
穣
・
藤
野
正
年

(

政
友
会
代
議
士
、
視

察
、
シ
ベ
リ
ア)

、
永
井
柳
太
郎

(

外
遊
、
欧
米)

、
安
達
謙
蔵
・
斎
藤
隆
夫

(

外
遊
、
欧
米)

、
古
島
一
雄

(

視
察
、
中
国)

等

で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
尾
崎
・
後
藤
・
永
井
・
安
達
・
斎
藤
な
ど
有
力
あ
る
い
は
将
来
を
嘱
望
さ
れ
る
少
壮
政
党
政
治
家
が
欧

米
を
漫
遊
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
は
、
激
動
す
る
世
界
を
自
分
の
目
で
見
よ
う
と
、
居
て
も
立
っ
て
も
い
ら
れ
な
か
っ
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た
の
で
あ
ろ
う
。

公
務
出
張
と
思
わ
れ
る
も
の
に
は
、
堀
切
善
次
郎
・
大
塚
惟
精

(

内
務
官
僚
、
警
察
事
務
・
出
版
物
検
閲
事
務
、
欧
州)

、
中

御
門
経
恭
夫
妻

(

式
部
官
、
皇
室
・
儀
典
制
度
、
欧
米)

、
徳
川
慶
久

(

赤
十
字
国
際
会
議
、
欧
州)

等
が
い
た
。
堀
切
・
大
塚

が
社
会
運
動
対
策
、
中
御
門
が
皇
室
制
度
と
、
当
時
の
日
本
が
多
様
な
面
で
改
革
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

軍
事
で
は
南
次
郎

(

陸
軍
大
佐
、
軍
馬
の
耐
寒
、
シ
ベ
リ
ア)

、
西
義
克

(

海
軍
中
佐
、
婦
人
の
軍
需
工
業
動
員
、
英
米)

、
児

玉
友
雄

(

陸
軍
少
佐
、
暴
動
、
朝
鮮)

、
山
梨
半
造

(

陸
軍
次
官
、
軍
況
、
シ
ベ
リ
ア)

、
陸
軍
四
士
官

(

軍
況
、
欧
州)

、
福
田

雅
太
郎

(

参
謀
次
長
、
軍
況
、
シ
ベ
リ
ア)

等
が
渡
航
し
た
。
陸
軍
は
シ
ベ
リ
ア
出
兵
関
係
が
多
い
が
、
女
性
の
軍
需
動
員
も
視

察
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
永
田
鉄
山
・
岡
村
寧
次
・
小
畑
敏
四
郎
が
国
家
総
動
員
体
制
の
確
立
を
密

約
し
た
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
の
会
合
は
こ
の
二
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

商
業
で
は
、
日
本
製
麻
会
社
社
員

(
製
麻
工
業
、
米)

、
星
野
正
三
郎

(

生
糸
商
、
絹
織
物
業
、
米)

、
西
条
仁
義

(

東
京
府
技

師
、
蚕
業
、
中
国)

、
近
藤
廉
平

(

日
本
郵
船
、
パ
リ
講
和
会
議
、
欧
州)

、
茂
木
惣
兵
衛

(

生
糸
商
、
絹
業
、
米)

、
絹
業
中
央

会
海
外
視
察
団

(

絹
業
、
米)

、
森
四
郎

(

東
京
瓦
斯
電
気
工
業
、
戦
後
工
業
、
欧
米)

、
平
沼
亮
三

(

実
業
家
、
ゴ
ム
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル)

、
河
田
以
備
三(

日
東
玩
具
、
実
業
、
中
国
・
南
洋
・
イ
ン
ド)

、
河
合
良
成(

東
京
株
式
取
引
所
、
取
引
所
制
度
、
米)

、

大
倉
喜
八
郎

(

大
倉
組
、
実
業
、
中
国)

等
が
渡
航
し
て
い
る
。
日
本
の
輸
出
品
の
主
力
で
あ
る
生
糸
関
係
者
も
多
い
が
、
新
た

な
市
場
の
開
拓
の
た
め
に
世
界
中
に
目
を
向
け
て
い
る
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

こ
の
他
に
学
術
研
究
面
で
は
、
西
松
唯
一

(

東
京
工
科
大
学
、
火
薬
、
英)

、
広
瀬
哲
士

(

慶
應
大
学
、
政
治
思
潮
、
仏)

、
有

川
鷹
一

(

陸
軍
大
佐
、
飛
行
機
、
欧
米)

、
岡
田
武
松

(

中
央
気
象
台
、
気
象
、
中
国)

、
松
岡
均
平

(

東
京
帝
国
大
学
、
戦
後
経

済
、
欧
州)

、
永
井
潜

(

東
京
帝
国
大
学
、
食
糧
事
情
、
満
州)

等
の
名
前
が
み
え
る
。
さ
ら
に
、
文
化
面
で
は
松
居
松
葉
・
岡
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本
綺
堂
・
小
山
内
薫

(

演
劇
人
、
劇
場
見
学
、
欧
米)

、
大
谷
光
演

(

東
本
願
寺
法
主
、
宗
教
、
欧
米)

、
教
育
面
で
は
東
京
市
小

学
校
校
長
団

(

教
育
制
度
、
米)

、
粟
屋
謙

(

文
部
書
記
官
、
学
術
お
よ
び
条
約
事
務
、
欧
州)

等
が
い
た
。

以
上
の
中
で
ひ
と
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
絹
業
中
央
会
海
外
視
察
団
、
東
京
市
小
学
校
校
長
団
の
よ
う
に
視
察
団
と
い

う
形
態
が
み
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
シ
ベ
リ
ア
に
視
察
に
行
っ
た
埼
玉
県
小
中
学
校
教
員
シ
ベ
リ
ア
視
察
団
、
外
国
語

学
校
見
学
旅
行
団
、
第
四
高
等
学
校
旅
行
団
が
ロ
シ
ア
の
内
戦
に
巻
き
込
ま
れ
、
立
ち
往
生
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た

(

９)

。
こ
の

よ
う
に
、
経
済
団
体
、
教
育
・
学
校
団
体
が
視
察
団
を
組
ん
で
渡
航
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
渡

航
す
る
の
が
新
聞
に
個
人
名
が
登
場
す
る
有
力
者
・
エ
リ
ー
ト
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
人
も
渡
航
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
つ

ま
り
大
衆
化
が
進
ん
だ
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。

四

お
わ
り
に

い
さ
さ
か
記
述
が
散
漫
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
最
後
に
ま
と
め
て
お
く
。

一
、
表
一
の
総
数
を
み
れ
ば
、
大
正
元
〜
九
年
は
戦
前
期
全
体
の
中
で
も
高
い
水
準
を
保
っ
て
い
た
。
そ
の
主
要
因
は
、
ロ
シ

ア

(

ロ
シ
ア
領
ア
ジ
ア)

へ
の
漁
業
労
務
者
た
ち
の
増
加
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
ロ
間
の
国
民
レ
ベ
ル
で
実
業
交
流

が
非
常
に
深
ま
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

二
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
米
国
へ
の
移
民
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
ロ
シ
ア
が
ソ
連
へ
替
わ
っ
た
こ
と
は
、
労
働
者

の
海
外
市
場
が
狭
ま
っ
た
と
感
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
南
米
移
民
が
始
ま
っ
て
い
た
が
、
人
口
増
加
が
著
し
い

当
時
の
日
本
で
は
こ
れ
が
人
口
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
、
し
だ
い
に
満
蒙
問
題
へ
と
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

120



三
、
旅
券
下
付
数
に
は
現
れ
な
い
が
、
貿
易
額
等
か
ら
国
際
的
な
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ネ
ス
が
米
国
・
中
国
を
中
心
に
増
大
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
日
本
は
ま
す
ま
す
国
際
経
済
に
組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

四
、
中
国
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
大
正
四
年
の
日
華
条
約
に
よ
っ
て
日
中
関
係
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ

は
、
一
方
で
中
国
の
反
日
感
情
を
高
め
、
他
方
で
は
関
東
州
や
山
東
省
へ
の
日
本
人
渡
航
の
増
加
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
第

一
次
大
戦
後
で
は
文
化
的
な
交
流
や
、
上
海
な
ど
華
中
と
の
経
済
交
流
も
深
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
、
両
国
は
複
雑
な
利
害
を

孕
み
つ
つ
昭
和
期
に
入
っ
て
い
く
。

五
、
西
欧
諸
国
と
は
大
戦
に
よ
っ
て
一
時
期
関
係
は
弱
ま
る
。
そ
し
て
、
大
戦
後
も
経
済
的
に
は
必
ず
し
も
多
か
っ
た
訳
で
は

な
い
。
し
か
し
、
モ
デ
ル
国
と
し
て
、
あ
る
い
は
つ
ぎ
に
述
べ
る
国
際
化
の
拠
点
と
し
て
相
変
わ
ら
ず
特
別
な
地
位
を
保
っ

て
い
た
。

六
、
絶
対
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
小
計
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
大
正
元
年
と
昭
和
元
年
を
比
較
す
れ
ば
、
五
倍
に
達
し
て
い
る
こ
と

は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
交
流
は
、
い
わ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
形
成
を
促
進
す
る
も
の
で
も

あ
り
、
単
に
量
的
な
面
ば
か
り
で
な
く
質
的
に
も
国
際
化
が
進
展
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
、｢

修
学｣

｢

視
察｣

渡
航
者
の
大
衆
化
が
進
ん
だ
こ
と
は
、
そ
れ
が
よ
り
深
い
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
が
わ
せ
る
。

七
、
そ
の

｢

修
学｣

｢

視
察｣

を
比
べ
る
と
、
後
者
の
比
重
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
世
界
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
の
違

い
か
ら
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

以
上
、
本
稿
は
大
正
時
代
の
対
外
関
係
の
一
端
を
概
観
し
て
き
た
。
今
後
は
、
こ
う
し
て
海
外
に
飛
び
立
っ
た
日
本
人
た
ち
が

海
外
で
何
を
見
て
何
を
感
じ
、
そ
し
て
帰
国
し
た
後
に
何
を
し
た
の
か
、
と
い
う
点
を
課
題
と
し
て
取
り
組
み
た
い
。
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注
(

１)

例
え
ば
清
水
唯
一
朗

『

政
党
と
官
僚
の
近
代

日
本
に
お
け
る
立
憲
統
治
構
造
の
相
克』

(

藤
原
書
店
、
二
〇
〇
七)

は
、
二
大
政
党

政
治
制
は
元
老
西
園
寺
公
望
ら
が
誘
導
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

(

２)
戦
前
に
お
け
る
政
党
内
閣
時
代
の
絶
頂
期
に
首
相
と
な
っ
た
浜
口
雄
幸
は

｢

政
党
政
治
は
、
少
く
共
我
が
国
に
於
て
は
、
今
の
所
、
大

切
な
る
試
験
時
代
で
あ
る
。
試
験
時
代
に
は
傍
目
を
ふ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
此
の
試
験
に
及
第
す
る
か
否
か
、
こ
れ
は
政
党
の
領
袖
及
び

党
員
の
人
々
と
一
般
国
民
の
政
治
道
徳
の
進
歩
と
に
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。[

略]

併
し
此
の
試
験
に
は
相
当
長
い
年
月
を
要
す
る
で

あ
ら
う｣

(

浜
口
雄
幸

｢

随
感
録｣

、
池
井
優
・
波
多
野
勝
・
黒
澤
文
貴
編

『

浜
口
雄
幸
日
記』

み
す
ず
書
房
、
平
成
三
年)

と
述
べ
て
い

た
。

(

３)

移
民
の
数
に
つ
い
て
、
従
来
は
拓
務
省
拓
務
局
編
刊

『

海
外
渡
航
者
員
数
調』

(

昭
和
一
二
年)

が
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
て
き
た
。
こ

れ
は
明
治
三
一
年
以
降
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
稿
の
数
字
と
比
較
す
る
と
、
明
治
三
八
〜
四
一
年
の
間
で
大
き
な
違
い
が
あ
り
、

拓
務
省
版
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
、
お
そ
ら
く
拓
務
省
版
が

｢

農
業
・
漁
業｣

の
う
ち
の

｢

農
業｣

を

｢

移
民｣

に
含

め
た
た
め
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
季
節
的
な
農
業
労
務
者
を
ど
ち
ら
に
す
る
か
は
曖
昧
な
点
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
す
れ
ば
、
表
一
の

｢

出
稼
・
移
民｣

欄
は
明
治
二
四
年
ま
で
は
お
そ
ら
く
季
節
的
な
農
業
労
務
者
は

｢

傭｣

に
含
ま
れ
、
明
治
二
五
〜

四
二
年
で
は

｢

農
業
・
漁
業｣

欄
に
含
ま
れ
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
数
字
を
実
際
の
移
民
数
と
し
て
も
大
き
な
誤

り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
後
考
を
ま
ち
た
い
。

(

４)

日
米
紳
士
協
定
、
第
三
号

(

明
治
四
〇
年
一
二
月
三
〇
日)
。
こ
の
事
態
は
日
本
政
府
も
認
め
、
こ
の
の
ち
防
止
の
た
め
の
手
段
が
取

ら
れ
た
。

(

５)

特
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
か
ら
、
人
口
増
加
に
対
す
る
危
機
感
が
強
く
な
る
。
そ
し
て
、
過
剰
人
口
の
受
け
皿
と
し
て
、
し
だ
い
に
満

蒙
が
注
目
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

(

６)

こ
の
こ
ろ
の
日
本
経
済
に
関
し
て
は
、
本
宮
一
男

｢

経
済
外
交
の
展
開｣

(
小
風
秀
雅
編

『

近
代
日
本
と
国
際
社
会』

日
本
放
送
出
版
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協
会
、
平
成
一
六
年)

参
照
。

(

７)

孫
安
石

｢

戦
前
の
外
務
省
の
中
国
へ
の
留
学
生
派
遣
に
つ
い
て
―
明
治
、
大
正
期
を
中
心
に｣

(『

中
国
研
究
月
報』

六
一
―
九
、
平
成

一
五
年)

。

(

８)
後
藤
新
平
の
外
遊
に
つ
い
て
は
、
季
武
嘉
也

｢｢

国
際
化｣

と

｢

科
学
化｣

の
始
ま
り
は
大
正
時
代
に
あ
り｣

(『

中
央
公
論』

平
成
二

四
年
九
月
号)

参
照
。

(

９)
『

東
京
朝
日
新
聞』

大
正
八
年
八
月
一
一
日
号
。
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